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１．はじめに  

 鋼（管）矢板を用いた遮水壁は，管理型廃棄物埋立護岸の鉛直遮水工として採用されることが多い．遮水工に要

求される性能は，常時だけでなく，レベル 2 地震動の作用時にも遮水機能が確保されていることである．しかしな

がら，遮水工の設計に用いることができる遮水性能と変形量の関係は明らかにされていない．そこで，本報告では

鋼（管）矢板，根入れ式鋼板セルを用いた遮水構造の遮水性能と変形量の関係について既往の調査研究事例を収集・

整理し，鋼（管）矢板，根入れ式鋼板セルを用いた遮水

構造の設計手法について提案を行った． 

２．既往の調査研究整理結果  

 遮水工の遮水性能と変形量の関係について記述があ

った 9 件の調査研究事例の整理結果を表－1 に示す．表

-1 において，「タイプ」とは図－1 に示すように変形状

態および支点条件に着目した実験モデルの分類（6 タイ

プ）であり，「文献 No.」は参考文献の番号（1～9）と対

応させている．また，「遮水性能」とは遮水壁の基準値

として要求される透水係数（厚さ 50cm 以上であり，か

つ透水係数が 10-6cm/s 以下）を満足しているかの判定で

ある． 

３．既往の調査研究のまとめ  

 既往の調査研究結果から継手部の遮水性能について

まとめると以下のようになる． 

(1)鋼矢板について 

・継手部に表－1 で示されている遮水材を用いれば，降

伏応力度の範囲内で所要の遮水性能は確保できる（ｇ）． 

(2)鋼管矢板について 

・継手部に袋詰モルタルを用いた場合，継手部に変位が

生じるとモルタル袋と鋼材の間に水みちができるため，

所要の遮水性能は確保できない（ｄ）． 

・袋詰モルタル案を膨潤性の止水ゴムで改良すると，降

伏応力度の範囲内で所要の遮水性能は確保できる（ｃ）． 

・継手部にモルタルを直接充填すると，降伏応力度の範

囲内で所要の遮水性能は確保できる．ただし，P-P 継手

はモルタルを直接充填しても継手部に変位が生じると

所要の遮水性能は確保できない（ｂ）． 
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ｹｰｽ ﾀｲﾌﾟ
文献
No.

矢板種類 継手 遮水材 条　　　　件
遮水
性能

a A 2
鋼管矢板
Φ1000

P-T
ｱｽﾌｧﾙﾄ
ﾏｽﾁｯｸ

継手供試体を製作し、曲げ歪み500μ（本体
3000μ、降伏応力度の2倍）を与えた。

○

b A 2
鋼管矢板
Φ1000

P-T
ﾓﾙﾀﾙ＋漏洩
防止板ｺﾞﾑ

継手供試体を製作し、曲げ歪み250μ（本体
1500μ、降伏応力度）を与えた。

○

b A 2
鋼管矢板
Φ1000

P-T ﾓﾙﾀﾙ
継手供試体を製作し、曲げ歪み150μ（本体900
μ、降伏応力度の6割）を与えた。

○

c A 2
鋼管矢板
Φ1000

P-T
袋詰ﾓﾙﾀﾙ
＋止水ｺﾞﾑ

継手供試体を製作し、曲げ歪み250μ（本体
1500μ、降伏応力度）を与えた。

○

b A 2
鋼管矢板
Φ1000

P-T ﾓﾙﾀﾙ
継手供試体を製作し、曲げ歪み500μ（本体
3000μ、降伏応力度の2倍）を与えた。

○

d A 2
鋼管矢板
Φ1000

P-T 袋詰ﾓﾙﾀﾙ
継手供試体を製作し、曲げ歪み250μ（本体
1500μ、降伏応力度）を与えた。

×

b A 2
鋼管矢板
Φ1000

P-P ﾓﾙﾀﾙ
継手供試体を製作し、曲げ歪み500μ（本体
3000μ、降伏応力度の2倍）を与えた。

×

e A 5 鋼板セル L-T ﾓﾙﾀﾙ
継手供試体を製作し、曲げ歪み600μ
（許容応力度以下）を与えた。

○

f A 5 鋼板セル L-T 袋詰ﾓﾙﾀﾙ
継手供試体を製作し、曲げ歪み300μ
（許容応力度以下）を与えた。

×

g B 6
鋼矢板
Ｈ型

普通
浚渫粘土
(ﾍﾞﾝﾄﾅｲﾄ
添加)

矢板長さ18.0m、上部は自由端、下部は海底面
に5.0m根入れし、杭頭部に100mmの水平変位
（応力度不明）を与えた。

○

g B 5
鋼矢板
Ⅱ型

普通
ｹﾐｶﾞｰﾄﾞ
U-1

矢板長さ4.0m、上部は自由端、下部は固定端と
し、杭頭部に100mmの水平変位（降伏応力度以
上：推定*）を与えた。

○

b B 7
鋼管矢板
Φ1000

P-T
ﾓﾙﾀﾙ＋漏洩
防止板ｺﾞﾑ

矢板長さ33m,上部は自由端,下部は海底面に20m
根入れし,杭頭部に最大125mm程度の繰り返し水
平変位(降伏応力度以下：推定*)を与えた。

○

a B 7
鋼管矢板
Φ1000

P-T
ｱｽﾌｧﾙﾄ
ﾏｽﾁｯｸ

矢板長さ33m,上部は自由端,下部は海底面に20m
根入れし,杭頭部に最大125mm程度の繰り返し水
平変位(降伏応力度以下：推定*)を与えた。

○

g B 4
鋼矢板
ⅣA型

ﾎﾟｹｯﾄ
付

天然ｺﾞﾑ＋
ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ

矢板長さ4.0m、上部は自由端、下部は固定端と
し、杭頭部付近に±25mmの繰り返し水平変位
（降伏応力度以下：推定*）を与えた。

○

g B 3
鋼矢板
Ⅱ型

普通
ｹﾐｶﾞｰﾄﾞ
U-1

矢板長さ4.0m、上部は自由端、下部は固定端と
し、杭頭部に100mmの繰り返し水平変位（降伏
応力度以上：推定*）を与えた。

○

g B 4
鋼矢板
ⅣA型

ﾎﾟｹｯﾄ
付

ｼﾘｺｰﾝ
矢板長さ4.0m、上部は自由端、下部は固定端と
し、杭頭部付近に±25mmの繰り返し水平変位
（降伏応力度以下：推定*）を与えた。

○

g C 8 鋼矢板 普通
硬化型
ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ

矢板長さ18m,上部は固定端,下部は海底面に5m
根入れし,矢板中央部付近に56mm程度の水平変
位(応力度不明)を与えた。

○

g C 8 鋼矢板
ﾎﾟｹｯﾄ
付

膨潤性ｺﾞﾑ
矢板長さ18m,上部は固定端,下部は海底面に5m
根入れし,矢板中央部付近に42mm程度の水平変
位(応力度不明)を与えた。

○

g C 8
鋼矢板
BOX型

普通 溶接
矢板長さ18m,上部は固定端,下部は海底面に5m
根入れし,与えた変位はほぼゼロである（応力
度不明）。

○

g D 1
鋼矢板
ⅢW型

普通
ｹﾐｶﾞｰﾄﾞ
U-1

供試体を製作し、継手に対して矢板軸方向に
1mmのずれ量（降伏応力度）を与えた。

○

g E 1
鋼矢板
ⅢW型

普通
ｹﾐｶﾞｰﾄﾞ
U-1

供試体を製作し、継手に対して矢板軸直角方向
に±6度の面外回転（許容回転角）を与えた。

○

h F 9 鋼管矢板 H-H
膨潤性
止水材

止水材付きの鉄板を重ね合わせ、接合面方向に
3mmの繰り返しせん断変形を与えた（応力度不
明）。

○

＊文献の条件に基づいて応力度計算を実施
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（タイプＡ）         （タイプＢ） 

（タイプＣ）         （タイプＤ） 

（タイプＥ）         （タイプＦ） 

図-1 実験モデルによる分類（タイプ） 

・継手部にアスファルトマスチックを直接充填すると，

降伏応力度の範囲内で所要の遮水性能は確保できる

（ａ）． 

(3)鋼板セルについて 

・継手部に袋詰モルタルを用いた場合，継手部に変位が

生じるとモルタル袋と鋼材の間に水みちができるため，

所要の遮水性能は確保できない（ｆ）． 

・継手部にモルタルを直接充填すると，許容応力度の範

囲内で所要の遮水性能は確保できる（ｅ）． 

４．遮水工の設計手法の提案について 

(1)許容変形量 

 遮水工のレベル２地震動に対する許容変形量は，護岸

内の保有水が護岸外へ漏出しない範囲の残留変形量と

することができる．あるいは，保有水の漏出箇所が特定

可能であり，ただちに修復できる範囲内の損傷までは，

許容変形量を許容することができる． 

(2)設計手法 

 レベル２地震動に対する遮水工の設計手法を以下の

とおり提案する． 

1) 有効応力解析プログラム FLIP 等の適切な方法により，

鋼（管）矢板・根入れ式鋼板セルの残留変形量（曲率等）

を算出する． 

2) 得られた残留変形量に対応する遮水性能を実験等に

より求め，所要の遮水性能が確保されていることを確認

する． 

3) 鋼（管）矢板・根入れ式鋼板セルの継手遮水材の遮

水性能に関する既往の調査研究成果（参考文献）を用い

て，所要の遮水性能が確保されていることを説明できる

場合は，既往の調査研究成果を用いることができる． 

4) 確認実験・既往の調査研究成果の利用に当たっては，遮水性能を検討した継手の変形状態と，予測される変形状

態が類似していることを確認する． 
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